
Approx: 26.8kgs
(With frame)

AXIS

! お願い
必ず安全要件や離隔距離を守った設置を御願い致します。 誤った設置や使用方法でご使用されますと、
火災や爆発により物的損害、または怪我や人命の損失を引き起こす可能性があります。

e-NRG バイオエタノール
以外の燃料はご使用

頂けません 

❶高温時には燃料を
注入しないこと

 ❷燃焼中には燃料を
注入しないこと

❸MAXラインを
超えて

燃料を注入しないこと

❹引火する
おそれあり

❺付属品以外は
使用しないこと

❻子どもを
近づけないこと

EcoSmartFireは日本国内において唯一、一般社団法人日本バイオエタノール暖炉協会の検査
基準を満たした製品です。その他の類似製品は日本国内の設置基準を満たしておりませんのでご
注意ください。

設計・施工要領書
このたびは、ECOSMART™ FIRE をお買いあげいただき、
まことにありがとうございます。
安全かつ正しくお使いいただくために、ご使用前にかならず
この要領書をよくお読みください。
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これらの製品は、UL規格認証を取得した専用バーナーに対応するものとして承認を受けてい
ます。

バーナー操作
バーナーに同梱されている取扱説明書をご確認ください。
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EcoSmart™ Fireの設置または使用の前に、本取扱説明書をよくお読みく
ださい。

設置場所を決める
独立型のゼロ・クリアランス構造で、可燃性の枠組み部材に必要なクリア
ランス（隔離距離）はすでに本体に内蔵されています。これらは対応する
EcoSmart Fireバーナー用に、特別に開発されたものです。

製品の設置場所を決める際に、設置に必要な使用空間の最小サイズと、壁や
燃えやすいものからのクリアランスを考慮することが大切です（下記のクリア
ランスに関する図と、使用空間の最小サイズ表をご参照ください）。

注意：Axisは、亜鉛メッキ処理されたスチールに、錆つきを防ぐ超高温の粉体
塗装でコーティングしたものでできています。バーナーはSUS304製です。バ
ーナーの錆つきや腐食を防いで輝きを保つために、バーナーに付着した汚れ
や燃えかすはすぐにふき取るようにしてください。

屋外で使用する場合、内部に水が溜まって故障するのを避けるために、必ず
屋根のある場所に設置してください。屋根のない場所に設置したことが原因
で製品が故障しても、保証の対象にはなりません。

使用していないときには、内部に異物が入って汚れの原因とならないよう、必
ずバーナーの蓋を閉めてください。 

警告：火災ややけどの危険
開口部周辺および保守点検用の適切なクリアランスを設けてください。本マ
ニュアルとバーナー用のマニュアルで推奨している可燃性物質に対するクリ
アランスについて、よくお読みください。お使いの暖炉周辺に燃えやすいもの
や発火の原因になるものがないか、常に確認してください。高温になるため、
人のよく通る場所や、家具およびカーテンから離して設置してください。風で
動くものから離れた場所に設置するよう、特に注意してください。たとえば樹
木や枝、カーテン、紙類などです。小さいお子さまが近づかないように常に注
意し、製品の使用中または使用直後で高温の間は保護者の方が目を離さない
ようにしてください。

Min 
1500mm

600mm

600mm

Indoor Clearances

2000mm

600mm

600mm

Outdoor Clearances  (雨が火室内に入らないように暖炉の上部は軒または
屋根を延長する必要があります。軒・屋根の延長に必要となる条件について
は、各地域の建築基準法をご確認ください。)

製品のクリアランス

換気

EcoSmart Fireは、換気用の排煙設備や燃料供給用の配管設備など、設備
工事は必要ありません。

製品の設置場所に設けられている既存の換気システムや構造については、
塞がずにそのままお使いください。

適切な換気を確保するために、下記の表で示すガイドラインに必ず従ってく
ださい。

米国Underwriters Laboratories（UL）社は、適切な換気について以下の
とおり算出しています。

典型的な構造の住宅、つまり外気の侵入に対する極めて高い密閉性を持た
ない住宅において、燃焼や換気に必要となる適切な空気の供給は隙間から
の外気の侵入によって得られます。しかしながら、面積が5.7m3 [200ft3]
未満の小さい部屋で、毎時1000 BTU(0.3kw/h)（バーナーの設定を最大
にすることを考慮して）でバーナーをご使用になる場合、屋内の空気汚染が
蓄積する可能性がありますので、隣接する部屋とのドアを開けたまま、あるい
は窓を少なくとも25.4mm [1in]開けたままでご使用ください。浴室などの
せまい部屋での設置またはご使用はおやめください。

使用空間の最小サイズ
バーナー数に基づく換気表（製品1つにつき）

製品 バーナー 最小使用空間のサイズ BTU/kw

AXIS 1x XS340 45㎥ 8,530/2.5

 
日本の換気について

日本国内で設置する場合１〜２時間に１回程度(※)の換気を行ってくださ
い。

※建築基準法では室内環境が酸素濃度20.5%以上に保つことが義務付け
られており、密閉した室内で本製品を使用した際に、上記数値に達する測
定結果を基に算出しております。
(排ガス測定報告書は当社へお問い合わせください。)
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本製品は必ず、安全な場所に設置してください。

注意：薄板、ベニヤ板など、熱および高温に対応していない壁材の近くには
設置しないでください。製品の周辺は高温になりますので、熱に弱い材質
や熱に反応しやすい材質はご使用いただけません。製品の上または周辺
に燃えやすいものを置かないでください。

壁紙を使用する場合には、不燃または準不燃認定のものを使用してくださ
い。また、取付に使用した接着剤が熱影響を受け剝がれや目地スキが生じ
る場合があります。

本製品は、扉や開口部のカバーを取り付けられない設計となっています。

本製品は換気のため、開口部は常に開いた状態にしておいてください。オ
ーブンまたは「保温器具」としての使用は想定しておりません。点火して熱
を効率よく循環させるためには、常に炎に空気を送り込む必要がありま
す。

所定の空間（製品とスペーサーとの間の空間）に断熱材や絶縁材などを詰
めないでください。製品の背面温度を適切に保つために空間を開けておく
ことが必要です。

設置の際に製品を改良しないでください。製品の板金部分を切断すること
は禁じられています。

過熱や冷却による内部構造の膨張・収縮に伴い音が生じる場合がありま
すが、異常ではありません。

部屋の出入口や扇風機、エアコンなどの風があたる場所や屋外での強風
時の使用は十分に注意してください。

枠組み
枠組みについての重要な注意点

1. 製品は、製品本体、バーナー、ガラス装飾石、および満タン時の燃料の
重量を支えることができる平らな場所に設置してください。

2. 本取扱説明書に記載されている枠組みの寸法は、製品の設置後、ケイ
酸カルシウム板、石こうボード（または、その他の外壁・仕上げ材）を取り
付けた際に最適な寸法となっています。

3. 設置場所の準備をします。枠組みの土台に製品を設置する場合には、
土台の組み立てを行い、製品本体、バーナー、ガラス装飾石、および燃
料の重量に対応していることを確認してください。また、枠組みの土台が
水平になっていることを確認してください。

 製品の重量を支える十分な強度がない場合、設置場所の強度を高める
対策（例として、荷重を分散させるプレートの取付など）を施し、設置に
適した環境を整える必要があります。

 重要：製品は荷重に耐えられないため、製品上部に枠組みの重量がか
からないようにしてください。

注意：設置例の図はデザインであり、図や図表は正確な縮尺で描かれてい
ません。実際の設置では、個々の好みに合わせてデザインが変わることも
あります。

製品の
設置方法
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製品の
設置方法

設置の前に
1.  箱から製品と各種部品を丁寧に取り出します。

2.  配送中に損傷した部品などがないか確認し、あれば販売店にご連絡くださ
い。特に、風除けガラススクリーンに損傷がないかよく調べてください。

3.  設置作業を開始する前に取扱説明書をよくお読みください。作業中は説明
書の指示に注意深く従い、安全で効率的な設置を行ってください。

注意：下地に取付用のビスは同梱されていません。下地にあわせたビスをご
用意ください。

警告：火災または爆発の危険　
損傷している部品があると安全に製品をお使いいただくことができません。
壊れている、欠損がある、あるいは代替の部品などは使用しないでください。

製品の梱包状態
内容物：本体・装飾用石

本体に使用されているネジはインチの六角ネジです。
インチの六角レンチが本体に付属していますので、こちらをご使用ください。
誤ってミリの六角レンチを使用した場合、ネジが破損する恐れがありますの
でご注意ください。

＊フレームは別梱包です。

バーナー及び同梱品

ライター

延長注ぎ口

着火補助棒

取扱説明書

安全に関するご案内

ノズル

バーナー

燃料タンク

風除けスクリーン

製品

Axis マニュアル
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設置方法

1. 表Aに記載の開口部サイズに合わせて、ステップ2のケイ酸カルシウム板、石
こうボードの厚みを考慮し、壁の枠組みを作ります。

STEP 1. Build stud frame according to table X

Goto “Push in Install method” steps if preferred.重要：製品は荷重に耐えられないため、製品上部に枠組みの重量がかからな
いようにしてください。

2. 厚さ6mmのケイ酸カルシウム板を枠組みの内側に取り付け、本体設置部を
断熱処理します。この時、表Aの開口部サイズにご注意ください。

 設置部に耐水性を持たせるため、内側の全ての縁を不燃性のシーリング材で
塞ぎます。 

表A：枠組みの開口部サイズ
設置の前には必ず、実際の製品の寸法と取付箇所の寸法を確認し、許容差を調整してください。

製品 W 
mm 

D
mm

H 
mm

Weight*
kg

AXIS    690 D370以上    602 23kg

* 製品の重量には、バーナー（燃料は含まない）、ガラス装飾石、風除けスクリーンが含まれます。

3. 壁材を取り付けます。この時、必要な開口部サイズが取られているか確認し
てください。取り付け可能な材質は壁紙、繊維セメントMDF、スレート板、
石材、タイル、スチール、石こうボード等です。

　外装や仕上げ材が製品の開口部を塞がないようにしてください。

　警告：火災の危険
　最小クリアランスよりも内側に可燃性の材を使用しないでください。本マ
ニュアル及びバーナー用マニュアルで指定されている可燃性の材質に対
する最小クリアランスに従ってください。

 

4. 継ぎ目をすべて塞ぎます。 

 壁の仕上げ材と製品前面の間にあるすべての継ぎ目を、不燃性のシーリン
グ材で塞いでください。壁と製品の隙間を塞ぐのに使用するコーキングは、
最低連続暴露温度の150℃に設定しておきます。

 

Axis
設置方法

STEP 2. Finish all wall panel joins
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5. 塗装したい壁に仕上げたい場合には、耐熱塗料をご使用ください。
　塗料メーカーの取扱説明書に従って塗装及びプライマー塗布を行ってくだ
　さい。

STEP 3. Paint walls

6. 設置部に本体をはめ込みます。

7. 本体のフランジに空いている取り付け穴を使用して、AXIS本体を壁側に固定
します。  

STEP 4. insert �rebox into frame cavity

8. バーナーを取り付けます。 

STEP 6. Install burner9. 風除けスクリーンの取付スロット（①②）に貼ってある保護テープをはがし
ます。

10. 保護テープを剥がした箇所に風除けスクリーンを差し込みます。ガラスク
リップの奥まで挿入するために、スクリーンを軽く押し込んでください。

 注意：強化ガラスを使用していますので、通常のガラスよりも割れにくくなっ
ていますが、強化ガラスにも弱点がございます。特に角および側面への圧力
で割れやすくなっておりますので、お取り扱いには十分にご注意ください。
割れたガラスの細かい破片でケガをしないようにご注意ください。ガラスを
取り扱う際には保護手袋の着用をお勧めいたします。

STEP 5. Install �rebox to frame

STEP 9. Remove the front two tapes to expose glass slot

1 2

STEP 8. Install glass screen
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Axis
設置方法

11. トレイの上に、装飾用のガラス石を均等に広げます。　　　
 
 注意：バーナーの蓋が閉まっていることを確認してください。誤ってバーナ

ー内部に入り込まないように、装飾用のガラス石はバーナーの縁から離し
て広げてください。バーナーを傷つけないようにご注意ください。

STEP 9. Insert any decorative media evenly in �reboc tray surrounds (Optional)

12. A図を参考にして、フレームを取付けて完成です。

STEP 12. Installation complete.

A. ＊引っ掛けボルトと取付穴の正しい状態
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TV設置例

TV 60型

DRAWING NO.

 
SCALEDATEPROJECT NAME

A-002019/08/01 1/20FLEX（設置例） 1/5

（w132.8×h74.7mm）

150100

61
8

10
00

16
0

45
0

22
0

F.L F.L

25
00

炉棚：TV埋込型

炉棚に電子機器を設置する場合は、
150ｍｍ以上とし断熱材を充填してください
※330mm以上の場合は電子機器の設置で
あっても、断熱材は不要です

※この図面はTV設置の参考図です。
図面上の製品はAXISとは異なりますのでご注意ください。

炉棚：TV埋込型

仕上げ材
・シート貼り  
・その他耐熱性のないもの

NG

側面も不燃材仕上げとします

製品本体に荷重が
掛からないように設
計・施工して下さい

仕上げ材

正面図 断面図

TVの設置については、熱の
影響を受けると故障の原因
になります。なるべく奥に引
込めて設置して下さい

埋込型のTV設置
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参考温度 
炎により火室（筐体部）及び暖炉周辺は熱を帯びます。暖炉周辺に使用する材は下記の温度を参考にご選定ください。

バーナーの周辺温度
e-NRGバイオエタノールを燃料とし、各製品の最小離隔距離を確保したステンレス鋼のビルトイン設置において、満
量状態及び空気量最大で点火・燃焼した際の周辺最高温度

測定箇所 XS340

筐体前面上部 55℃

筐体上面手前 124℃

筐体側面左 73℃

筐体側面右 73℃

筐体背面 133℃

木壁下面 79℃

木壁上面 39℃

木壁側面左 54℃

木壁側面右 54℃

木壁背面 76℃

風よけスクリーン 57℃

バーナー付近 139℃

炎口温度 226℃

20ｍｍのスペーサーを周囲全面に確保し、木
壁（厚さ30ｍｍのラワン合板）を密着させ、火
室側の木壁の温度も測定。

 注意
上記数値は目安であり、取付場所の室温や環境により異なる場合がございます。
上記数値は測定箇所の温度が変化しなくなる時点まで燃焼させ、それぞれの最高温度を
記録したものです。
また、設置方法・使用素材・構造により周辺温度は異なります。
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□ 下地開口は指定寸法です。寸法は必ずご確認ください。（W、D、H） 
　 ・マニュアルの寸法を必ずご確認下さい。  
 ・フランジの取付ビス穴は位置が決まっております。開口寸法を間違えると 

 ビスが下地に固定されない可能性があります。  

□ 暖炉本体に荷重がかからない構造にしてください。

□ 暖炉本体を必ず下地にビスで固定してください。

□ 暖炉周囲に使用する材の耐熱性をご確認ください。 
　 ・仕上げ材、仕上げ材のボード下地(不燃)は接着剤も含め耐熱性をご 

 確認ください。 

□ 内部の燃焼機器の端部よりオープン方向600㎜以内に可燃物、1500㎜
以内にカーテン、が来ないように配置ください。

□ 搬入経路を確保してください。
　・製品は成型された状態で軒先渡し(車上渡し)にて納品されます。

□ 暖炉周りに特殊な形状を検討されている場合は図面ご送付の上ご相
　談ください。
　 ・火室の延長上に天井や壁を突き出す（のばす）場合など。

 設計・設置のチェックポイント
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デザイン
バイオエタノール暖炉は電気やガスを使わず設置におけるデザインの自由度の高さが魅力です。
その為、お客様のご要望に合わせた多くのデザインをご提供する事が可能です。
ペットや小さなお子様がいらっしゃる場合の設置方法や既存の建物・インテリアに合わせてご提案させていただきます。

設計
お客様や設計者様がお持ちの暖炉イメージを当社が安全要件に基づき図面化いたします。
お持ちのイメージを安心・安全にお客様がご使用いただけるように空間に合わせた機種の選定・素材の選定などのお手伝いを致します。

※図面作成のみのご依頼の場合は一部有償となります。

施工
バイオエタノール暖炉は設置や施工に関しての制約が少なく、手軽に導入できるのが特徴です。しかしその反面、火を扱う製品である事から
暖炉施工に関する多くの知識を有していなければなりません。また、当社は、火災予防条例をはじめとする法規に関する制約を熟知している
為、お客様に安心安全にご使用いただけるよう施工まで一貫して行う事が可能です。

FIRE ARCHITECTS STUDIO
バイオエタノール暖炉エコスマートファイヤー施工代理店FIRE ARCHITECTS STUDIOは、一般社団法人日本バイオエタノール暖炉協会
が主催する消防庁認定の技術管理講習を受講し、多くの施工実績及び知識を有している企業にのみ付与される施工ラインセンスです。
新築・リフォームなどで設置や施工をご検討のお客様などバイオエタノール暖炉の施工のアウトソーシングをご希望の際はご相談ください。

Recommend

BKシリーズ XLシリーズ ABシリーズ

自由度の高いBIOETHANOL BURNERS
火室のサイズもバーナーも自由に選ぶ事ができます。
火室は炎が映える黒のスチールだけでなく、ステンレスやタイル、レンガなど様々なマテリアルからお好きなやカラーやデザインで導入する事が可能です。
検討をしている空間に合うサイズがない・黒スチールだと空間に色合わないなどございましたら、BIOETHANOL BURNERSをご検討ください。
BIOETHANOL BURNERSをご検討の際は、「設計・施工要領書」をご確認ください。
※各種マニュアルはhttps://ecosmartfire.mmlproducts.comよりご取得ください。

安全で高品質な暖炉とデザイン性を兼ね備えた暖炉の導入
当社はバイオエタノール暖炉EcoSmart Fireの日本輸入総代理店として販売だけでなく、
大手のホテルやレストランをはじめ、住宅やオフィスまで数多くのバイオエタノール暖炉の【デザイン】【設計】【施工】を一貫して行って手掛けて参りました。
経験と実績を兼ね備えた当社またはFire Architects Studioにて、ご希望に沿ったデザインから施工まで一貫して承ることも可能です。

安全要件の確認
株式会社メルクマール（以下当社）では、EcoSmart Fire製品の安全な設置・ご使用の為に安全要件の確認を行っております。
BIOETHANOL BURNERSを単体で設置・ご使用される際は、その自由度の高さから様々な設置が可能な為、製品の出荷前に図面による安全要件の確認を
必須とさせていただいております。これは、ご使用者様にEcoSmart Fireを永く安全にまた安心してご使用いただく為に行っております。
BIOETHANOL BUNERSを単体で設置される際はお手数ですが当社まで暖炉設置部分の三面図をお送りください。
■図面送付先その他各種問い合わせ　info@mkml.co.jp

製品により、安全要件の確認は必須ではございませんが、設置に際しご不明な点やご不安な点がございましたら、お気軽に当社までご相談ください。

ご要望の際は、下記までお問い合わせください。
問合せ先
株式会社メルクマール
free dial: 0120-900-906    mail: info@mkml.co.jp 





V0422

日本総代理店
株式会社メルクマール  
107-0062
東京都港区南青山4-18-11
FOREST HILLS EAST WING 4F
T: 03-6721-0160
F: 03-6721-0161
E: info@mkml.co.jp

MAD Design Group
Tel: +61 2 9997 3050  
Email: info@maddesigngroup.com


